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野付半島の自然観察別海町内の施設でシェイク作り体験

絵手紙による交流（択捉島）

ビザなし交流事業ビザなし交流事業

別海町でのホームビジット別海町での意見交換会

「返せ」と叫ぶ老女と孫の像 「四島への道 叫び」の建立記念碑文

色丹島の商店

●建設地
　野付郡別海町尾岱沼5番地27（白鳥台）

●ご案内
　〈1階〉食　堂
　　　TEL（0153）86－２４４９
　〈2階〉展示室　〈3階〉展望室

●別海北方展望塔の休館日
　19月１日～6月30日
　　　　までの毎週火曜日
　　※祝日・振替休日にあたる場合は、翌平日
　2年末年始 12月31日～１月5日

●別海北方展望塔の開館時間
　1５月１日～10月31日
　　　　　午前９時～午後５時
　211月１日～４月30日
　　　　　午前９時～午後４時

展望塔１階　ホール

展望塔２階　展示室

展望塔３階　展望室

「四島への道 叫び」し　ま

美しいふるさと

別海北方展望塔

別 海 町

「四島への道 叫び」の像
し 　 ま

野付湾に浮かぶ四角い太陽

展望塔３階から見た国後島

　厳
げん

寒
かん

期
き

に発生する別海町の風
ふう

物
ぶつ

詩
し

「四角い太陽」のスポットと
して知られるここ白

はく

鳥
ちょう

台
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の間近に国
くな

後
しり

島
とう

を望むことができます。
歯
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後
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島
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の北方四島は我が国固有の領
土です。この別海北方展望塔は、北方領土返還要求運動の正しい
理解と国民世論の高揚のために建設したものです。

　山形市の実業家（故）鈴木傳
でん

六
ろく

氏が北方四島に近い白鳥台に、国内外の世
論を盛り上げ、四島返還を実現させようという強い意思のもとに像を建立
し寄贈されました。
　たとえ何代かかっても北方四島を取り戻すという国民総意の気持ちを表
すため、老女が孫を両わきに従え、すさまじい迫力で「返せ」と叫ぶ姿が

鋳
い

込
こ

められたものです。
　また、野付半島から国後島までの距離（16
㎞）にちなみ、像から16ｍ先には四島を象徴
とする４本のポールが立っており、さらには目
的が達成されるようにとの願いから、像とポー
ルの間には「四島への道」が続いています。

北方四島と別海北方展望が
示されているインターロッキング
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1945年8月9日、ソ連は1941年に署名され当時有効であった中立
条約を無視して対日参戦した。ソ連軍は、8月18日より千島列島
への攻撃を開始し、同24日シュムシュ島、同26日マツワ島、同31
日ウルップ島、同29日択捉島、9月1日から4日の間に国後島、色
丹島及び歯舞群島をそれぞれ武装解除し、遅くとも9月5日までに
千島列島のみならず、北方領土をも占拠したとされる。
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水晶島 7.0㎞（納沙布岬から）
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 あなたの目で確かめよう
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２月７日は、北方領土の日
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歯舞群島　　  95㎢　小笠原諸島（104㎢）と同じくらい。

色 丹 島　　250㎢　徳之島 　 （248㎢）と同じくらい。

国 後 島　 1,490㎢　沖縄本島（1,207㎢）より大きい。

択 捉 島　 3,168㎢　鳥取県  （3,507㎢）と同じくらい。

　  計  　　5,003㎢　千葉県  （5,157㎢）と同じくらい。
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北方領土の面積を日本各地の島々や県と
比較してみましょう。
面積及び島面積は令和２年国土地理院「全国都道府県市町村別
面積調」による。
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1945年8月8日 ソ連が中立条約を破棄し日本へ宣戦布告。
　　　8月15日 日本、ポツダム宣言を受諾、太平洋戦争終わる。
　　　8月18日 ソ連軍、占守島に上陸開始。8月29日択捉島、9月1日国後島・色丹島、9月5

日歯舞群島を占領。
1947年〜1948年 元島民1万7,291人は、一部自由引揚者を除き強制送還された。
1951年9月8日 サンフランシスコ平和条約調印。日本は南樺太とクリル諸島を放棄。
1956年10月19日 「日ソ共同宣言」調印。
1973年10月7日〜10日 田中首相訪ソ、日ソ共同声明発表。北方領土問題が戦後未解決の問題と

して確認された。
1981年1月6日 北方領土の日（毎年2月7日）設定が閣議了解。
　　　9月10日 鈴木総理、歴代首相として初めて北方領土を視察。
1985年3月13日 ゴルバチョフ書記長就任。
1986年8月21日 歯舞群島（水晶島）、色丹島の北方墓参（4か所）が再開。
1991年4月16日〜19日 ゴルバチョフ大統領来日。共同声明で北方四島の領土問題の存在を確認。
　　　8月19日〜21日 ソ連が崩壊し、新生ロシア連邦が誕生。
　　　10月14日 日ソ外相会談で領土問題分科会の設置と北方四島ビザなし交流の合意。
1992年4月22日 北方四島交流始まる。
1993年10月12日〜13日 エリツィン大統領来日。「東京宣言」で領土問題の存在を確認。
1997年11月2日 ロシア・クラスノヤルスクにおいて橋本総理とエリツィン大統領は、「1993年の

東京宣言に基づき2000年までに平和条約を締結するよう全力を尽くす」こ
とで合意。

1997年12月30日 第13回政府間交渉（モスクワ）で北方四島水域での安全操業について協
定妥結。

1998年11月13日 小渕首相、ロシア・モスクワ訪問。「日本とロシアの創造的パートナーシップ構
築に関するモスクワ宣言」に署名。

1999年9月11日 歯舞群島（志発島）での自由訪問が実現。

2000年9月25日 プーチン大統領が日本を公式訪問し、「平和条約問題に関する声明」に署名。

2001年3月25日 ロシア・イルクーツクにおいて森総理とプーチン大統領は、平和条約の締結
後、歯舞群島と色丹島を日本に引き渡すとした1956年の「日ソ共同宣言」
が初めて法的文書で確認。

2003年1月10日 ロシア・モスクワにおいて小泉総理とプーチン大統領の首脳会談が行われ、
「日露行動計画の採択に関する共同声明」に署名。

2005年11月21日 プーチン大統領訪日。「平和条約締結問題につき日ロ両国が共に受け入れ
られる解決を見出す努力を行う」ことで合意。

2006年8月16日 北方四島周辺水域における日本漁船の銃撃・拿捕事件の発生。

2007年6月7日 ドイツ・ハイリゲンダムにおいて安倍総理とプーチン大統領の首脳会談が行
われ、「領土問題の解決に向けて、平和条約交渉についても進展を図って
いく」ことで一致。

2013年4月29日 安倍首相、訪露。平和条約問題の双方に受入れ可能な解決策を作成す
る交渉を加速化させるとの指示を両国外務省に与えることで一致。

2018年11月14日 シンガポールにおいて、安倍総理とプーチン大統領が会談し、1956年の日ソ
共同宣言を基礎に平和条約締結交渉を加速させることで合意。

2022年3月21日 ロシアが、ウクライナ情勢に係る日本の対応に対し、平和条約締結交渉継続
の意向が無いことに加え、ビザなし交流及び自由訪問の停止等を発表。
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へん

入
にゅう

し、今日に至
いた

っています。戦
せん

後
ご

、わが国は一
いっ

貫
かん

してこれら四
よん

島
とう

の一
いっ

括
かつ

返
へん

還
かん

をロシア（ソ連）に対して要
よう

求
きゅう

し続けてきました。

しかし、1956年（昭和31年）日ソ共
きょう

同
どう

宣
せん

言
げん

が署
しょ

名
めい

され、両
りょう

国
こく

間
かん

に国
こっ

交
こう

が回
かい

復
ふく

されてから、すでに長い年月が経
けい

過
か

しているに

もかかわらず、2000年を目標としてきた平
へい

和
わ

条
じょう

約
やく

がいまだに

締
てい

結
けつ

に至
いた

っておりません。日・ロ両
りょう

国
こく

間
かん

の真
しん

の関
かん

係
けい

改
かい

善
ぜん

のた

めには、早
そう

期
き

に平
へい

和
わ

条
じょう

約
やく

を締
てい

結
けつ

し、四
よん

島
とう

の一
いっ

括
かつ

返
へん

還
かん

により領
りょう

土
ど

問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

する必要があります。

　そのためには、北
ほっ

方
ぽう

四
よん

島
とう

が当
とう

然
ぜん

わが国に帰
き

属
ぞく

すべき領
りょう

土
ど

であ

ることに、国民一人ひとりが正しい認
にん

識
しき

を深めていくことが求

められています。


